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【 請 求 項 ２ 】
　
　

　
　
　

　
【 請 求 項 ３ 】
　
　

　
　
　

基 板 上 に 有 機 樹 脂 膜 を 形 成 し 、
前 記 有 機 樹 脂 膜 表 面 に Ｎ 2 、 Ｏ 2 、 ま た は Ａ ｒ ガ ス を 用 い た 第 １ の プ ラ ズ マ 処 理 を 行 い 、
前 記 有 機 樹 脂 膜 上 に レ ジ ス ト 膜 を パ タ ー ン 形 成 し 、
前 記 レ ジ ス ト 膜 に 覆 わ れ た 部 分 を 残 し て 前 記 有 機 樹 脂 膜 を エ ッ チ ン グ し 、
前 記 エ ッ チ ン グ に よ り 露 出 し た 前 記 有 機 樹 脂 膜 の 膜 表 面 に Ｎ 2 、 Ｏ 2 、 ま た は Ａ ｒ ガ ス を

用 い た 第 ２ の プ ラ ズ マ 処 理 を 行 い 、
前 記 レ ジ ス ト 膜 を 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 素 子 基 板 の 作 製 方 法 。

基 板 上 に 有 機 樹 脂 膜 を 形 成 し 、
前 記 有 機 樹 脂 膜 の 膜 表 面 に お け る 水 に 対 す る 接 触 角 が ４ ０ ° 以 下 と な る よ う に 前 記 有 機

樹 脂 膜 の 膜 表 面 に Ｎ 2 、 Ｏ 2 、 ま た は Ａ ｒ ガ ス を 用 い た 第 １ の プ ラ ズ マ 処 理 を 行 い 、
前 記 有 機 樹 脂 膜 上 に レ ジ ス ト 膜 を パ タ ー ン 形 成 し 、
前 記 レ ジ ス ト 膜 に 覆 わ れ た 部 分 を 残 し て 前 記 有 機 樹 脂 膜 を エ ッ チ ン グ し 、
前 記 エ ッ チ ン グ に よ り 露 出 し た 前 記 有 機 樹 脂 膜 の 膜 表 面 に お け る 水 に 対 す る 接 触 角 が ４

０ ° 以 下 と な る よ う に 前 記 有 機 樹 脂 膜 の 膜 表 面 に Ｎ 2 、 Ｏ 2 、 ま た は Ａ ｒ ガ ス を 用 い た 第 ２
の プ ラ ズ マ 処 理 を 行 い 、

前 記 レ ジ ス ト 膜 を 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 素 子 基 板 の 作 製 方 法 。

基 板 上 に ア ク リ ル 樹 脂 膜 を 形 成 し 、
前 記 ア ク リ ル 樹 脂 膜 表 面 に Ｎ 2 、 Ｏ 2 、 ま た は Ａ ｒ ガ ス を 用 い た 第 １ の プ ラ ズ マ 処 理 を 行

い 、
前 記 ア ク リ ル 樹 脂 膜 上 に レ ジ ス ト 膜 を パ タ ー ン 形 成 し 、
前 記 レ ジ ス ト 膜 に 覆 わ れ た 部 分 を 残 し て 前 記 ア ク リ ル 樹 脂 膜 を エ ッ チ ン グ し 、
前 記 エ ッ チ ン グ に よ り 露 出 し た 前 記 ア ク リ ル 樹 脂 膜 の 膜 表 面 に Ｎ 2 、 Ｏ 2 、 ま た は Ａ ｒ ガ



　
【 請 求 項 ４ 】
　
　

　
　
　

　
【 請 求 項 ５ 】
　
　

　
　

　

　
【 請 求 項 ６ 】
　
　

　
　

　

　
【 請 求 項 ７ 】
　

　
　

　
　
　
　
【 請 求 項 ８ 】
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ス を 用 い た 第 ２ の プ ラ ズ マ 処 理 を 行 い 、
前 記 レ ジ ス ト 膜 を 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 素 子 基 板 の 作 製 方 法 。

基 板 上 に ア ク リ ル 樹 脂 膜 を 形 成 し 、
前 記 ア ク リ ル 樹 脂 膜 の 膜 表 面 に お け る 水 に 対 す る 接 触 角 が ４ ０ ° 以 下 と な る よ う に 前 記

ア ク リ ル 樹 脂 膜 の 膜 表 面 に Ｎ 2 、 Ｏ 2 、 ま た は Ａ ｒ ガ ス を 用 い た 第 １ の プ ラ ズ マ 処 理 を 行 い
、

前 記 ア ク リ ル 樹 脂 膜 上 に レ ジ ス ト 膜 を パ タ ー ン 形 成 し 、
前 記 レ ジ ス ト 膜 に 覆 わ れ た 部 分 を 残 し て 前 記 ア ク リ ル 樹 脂 膜 を エ ッ チ ン グ し 、
前 記 エ ッ チ ン グ に よ り 露 出 し た 前 記 ア ク リ ル 樹 脂 膜 の 膜 表 面 に お け る 水 に 対 す る 接 触 角

が ４ ０ ° 以 下 と な る よ う に 前 記 ア ク リ ル 樹 脂 膜 の 膜 表 面 に Ｎ 2 、 Ｏ 2 、 ま た は Ａ ｒ ガ ス を 用
い た 第 ２ の プ ラ ズ マ 処 理 を 行 い 、

前 記 レ ジ ス ト 膜 を 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 素 子 基 板 の 作 製 方 法 。

基 板 上 に 有 機 樹 脂 膜 を 形 成 し 、
前 記 有 機 樹 脂 膜 上 に 酸 化 珪 素 、 窒 化 珪 素 、 ま た は 酸 化 窒 化 珪 素 か ら な る 絶 縁 膜 を 形 成 し

、
前 記 絶 縁 膜 上 に レ ジ ス ト 膜 を パ タ ー ン 形 成 し 、
前 記 レ ジ ス ト 膜 に 覆 わ れ た 部 分 を 残 し て 前 記 絶 縁 膜 お よ び 前 記 有 機 樹 脂 膜 を エ ッ チ ン グ

し 、
前 記 エ ッ チ ン グ に よ り 露 出 し た 前 記 有 機 樹 脂 膜 の 膜 表 面 に Ｎ 2 、 Ｏ 2 、 ま た は Ａ ｒ ガ ス を

用 い た プ ラ ズ マ 処 理 を 行 い 、
前 記 レ ジ ス ト 膜 を 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 素 子 基 板 の 作 製 方 法 。

基 板 上 に 有 機 樹 脂 膜 を 形 成 し 、
前 記 有 機 樹 脂 膜 上 に 酸 化 珪 素 、 窒 化 珪 素 、 ま た は 酸 化 窒 化 珪 素 か ら な る 絶 縁 膜 を 形 成 し

、
前 記 絶 縁 膜 上 に レ ジ ス ト 膜 を パ タ ー ン 形 成 し 、
前 記 レ ジ ス ト 膜 に 覆 わ れ た 部 分 を 残 し て 前 記 絶 縁 膜 お よ び 前 記 有 機 樹 脂 膜 を エ ッ チ ン グ

し 、
前 記 エ ッ チ ン グ に よ り 露 出 し た 前 記 有 機 樹 脂 膜 の 膜 表 面 に お け る 水 に 対 す る 接 触 角 が ４

０ ° 以 下 と な る よ う に 前 記 有 機 樹 脂 膜 の 膜 表 面 に Ｎ 2 、 Ｏ 2 、 ま た は Ａ ｒ ガ ス を 用 い た プ ラ
ズ マ 処 理 を 行 い 、

前 記 レ ジ ス ト 膜 を 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 素 子 基 板 の 作 製 方 法 。

基 板 上 に ソ ー ス 、 ド レ イ ン 、 チ ャ ネ ル 領 域 、 お よ び 前 記 チ ャ ネ ル 領 域 と 重 な る 位 置 に ゲ
ー ト 絶 縁 膜 を 介 し て 形 成 さ れ た ゲ ー ト 電 極 を 含 む 半 導 体 素 子 を 形 成 し 、

前 記 半 導 体 素 子 を 覆 っ て 有 機 樹 脂 膜 を パ タ ー ン 形 成 し 、
パ タ ー ン 形 成 さ れ た 前 記 有 機 樹 脂 膜 の 膜 表 面 に Ｎ 2 、 Ｏ 2 、 ま た は Ａ ｒ ガ ス を 用 い た プ ラ

ズ マ 処 理 を 行 い 、
前 記 有 機 樹 脂 膜 上 で あ っ て 前 記 ソ ー ス お よ び 前 記 ド レ イ ン と 接 し て 導 電 膜 を 形 成 し 、
前 記 導 電 膜 上 に レ ジ ス ト 膜 を パ タ ー ン 形 成 し 、
前 記 レ ジ ス ト 膜 に 覆 わ れ た 部 分 を 残 し て 前 記 導 電 膜 を エ ッ チ ン グ し 、
前 記 レ ジ ス ト 膜 を 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 素 子 基 板 の 作 製 方 法 。

基 板 上 に ソ ー ス 、 ド レ イ ン 、 チ ャ ネ ル 領 域 、 お よ び 前 記 チ ャ ネ ル 領 域 と 重 な る 位 置 に ゲ
ー ト 絶 縁 膜 を 介 し て 形 成 さ れ た ゲ ー ト 電 極 を 含 む 半 導 体 素 子 を 形 成 し 、

前 記 半 導 体 素 子 を 覆 っ て 有 機 樹 脂 膜 を パ タ ー ン 形 成 し 、
パ タ ー ン 形 成 さ れ た 前 記 有 機 樹 脂 膜 の 膜 表 面 に お け る 水 に 対 す る 接 触 角 が ４ ０ ° 以 下 と

な る よ う に 前 記 有 機 樹 脂 膜 の 膜 表 面 に Ｎ 2 、 Ｏ 2 、 ま た は Ａ ｒ ガ ス を 用 い た プ ラ ズ マ 処 理 を



　
　
　
　
【 請 求 項 ９ 】
　
　

。

(3) JP 2003-318402 A5 2005.9.2

行 い 、
前 記 有 機 樹 脂 膜 上 で あ っ て 前 記 ソ ー ス お よ び 前 記 ド レ イ ン と 接 し て 導 電 膜 を 形 成 し 、
前 記 導 電 膜 上 に レ ジ ス ト 膜 を パ タ ー ン 形 成 し 、
前 記 レ ジ ス ト 膜 に 覆 わ れ た 部 分 を 残 し て 前 記 導 電 膜 を エ ッ チ ン グ し 、
前 記 レ ジ ス ト 膜 を 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 素 子 基 板 の 作 製 方 法 。

請 求 項 ７ ま た は 請 求 項 ８ に お い て 、
前 記 有 機 樹 脂 膜 は 、 感 光 性 ア ク リ ル 、 感 光 性 ポ リ イ ミ ド 、 感 光 性 ポ リ ア ミ ド の い ず れ か

一 で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 素 子 基 板 の 作 製 方 法
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